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読者のみなさま 

『日本語総まとめ N３ 読解』 掲載内容に関するお詫び 

平素は弊社の書籍、コンテンツをご愛顧いただき、お礼申し上げます。 

さて、この度『日本語総まとめ N３ 読解』において、「暴力を肯定している」と解されかねない場面の文章が掲載されて

おり、教材として適切でないとのご指摘をいただきました。読者の皆様にご不快な思いをさせてしまい、ご迷惑をおかけしま

したこと、深くお詫び申し上げます。著者はもちろん弊社としましても、決して DV や暴力を肯定する立場にはございません

が、このような誤解を生むような文面であったことを重く受け止め、全面的に内容を変更することといたしました。対応が遅

れたこと、重ねてお詫び申し上げます。 

まずは経緯の説明と、今後の対応についてご報告いたします。 

 

◼ 対象の書籍 

➢ 『日本語総まとめ N３ 読解』（英語・中国語・韓国語版及び英語・ベトナム語版） 

 ISBN：978-4-87217-766-4（英中韓版）／978-4-87217-962-0（英べ版） 

 （英中韓版）初版第１刷（2010年 10月 31日発行）から初版第 14刷(2021年 11月 5日発行) 

 （英べ版）初版第１刷（2015年 10月 28日発行）から初版第 7刷（2022年 2月 25日発行） 

 

◼ 該当ページ 

➢ p.80（２ページ目に添付） 

 「第５週 日記や小説を読もう」「３日目 家族①」の「れんしゅう」の会話文及び選択肢 

➢ p.81（３ページ目に添付） 

 「第５週 日記や小説を読もう」「３日目 家族①」の「もんだい」の文章及び問い 

 

◼ 発行の経緯及び今後の対応 

➢ 2022年 11月現在、2010年当時在籍しておりました編集部員が全員退職していることから、当時どういった状

況で発行に至ったのか、制作におけるチェック体制は適切であったかなど、詳しい経緯をどうしても把握できてお

りません。 

➢ 今後同様の事態が発生しないよう、編集部の意識を一層強化し、細心の注意を払って制作いたします。これに加

えて、教材としてふさわしい内容であるか、読者のみなさまにご不快な思いを与えてしまうような表現はないかを、

制作段階から複数名で確認する体制を徹底いたします。 

➢ 『日本語総まとめ N3 読解』は、このあと半年近くで重版を予定しておりましたが、全体を見直した上で、できるだ

け早く全面改訂を行うことを検討しております。p.80および p.81の内容はすべて変更いたします。 

➢ 日本語総まとめシリーズのすべての書籍において、改訂が必要な箇所がないか、早急に確認を進めております。 

 

『日本語総まとめ』という多くの方にご利用いただいている書籍でこのような問題が起こってしまったことを重く受け止め、

再発防止に努めてまいります。改訂内容が決まりましたら、改めて弊社ウェブサイトにてお知らせいたします。 

 

2022年 11月 7日 

株式会社アスク出版 日本語編集部  
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（添付資料） 

『日本語総まとめ N３ 読解』p.80 
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（添付資料） 

『日本語総まとめ N３ 読解』p.81 

 

 

 

 


